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福井 芋ク:平の水棲 甲 虫類

後 藤 光 男・

筆者は本年9.月9 ・10日の両日福井県今産町にゆ き, 宅良川最奧の部落芋ヶ平で水接甲自類
を採集する機会 をもったので, 採集出来た種類並びに若千の知見について述べたい。

ここに記録 した甲出類のうちガムシ科については佐藤正孝氏の同定を経たもので,  記して厚

くお礼申上げる。

Hyd r oph i l e idae カ'ムシ科

P eeudohe1oc;h r e s na r us e i M. S A T 0

1 sp. 川の中程0石下( 水深約50cm ) にて採集した。

Pcユt hy d r ue j apon i c us M.. S AT 0

1 sp. 上記と同一 筒所にて採集した。

La ce o f:) i u s b ed e l i S ]ヨ A R :P シジミガムシ 2 sp s..

Hydr oc a ss i s l acu s t r i s ( SH AR i' ) マルガムシ 6 sp s.

共に水辺の石下にて採集した。
・
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Dy t i sc i da e ゲンゴロ一科

:El l a t ambu9  p ie penn i s S H A R P キペリ マメゲンゴロー

-2 sps.   水辺の石下で採集した。

Gau r ody t e s  s awada i ( K AM I Y A ) サワダマメグンゴロー

1 sps. 岸辺にて採集した。

Nept os t er nu s n ipponensi s K AM I Y A キポシシプゲンゴロー

1 sp s. ・ こ生える力yヤナギの根方より採集した力、 は に .ないよう

今までの記録は本州( 浅jlt 玉JIL 装出IIL 三淹川) ・ 九州( 誠訪川) しか知

られていず, 採集記録も佐藤正孝氏(ひらく ら,  I,  8,  p 5'、,6, 1957).・
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成瀬善一郎氏( ひらくら, IV,  7, p. 48, 1 960) の 告があるだけである。

]:)r yop i dae ドロムシ科 ・ ・

E l mon o r_・phu s l:) r ev i c o r n i.s S 直 A R P .'・'ナビロツヤドロムジ

2g sps. 岸辺に洗i-)れたカワヤナギの根方や水草の根中, 增水の際の流失物防止細

のゴミの中より採集した力,  カワャナギの根方力, ら最も多く採集でき,  殆ん

ど根間の泥中に入っていた。 ・

E l m i da e オ、ソ ドロムシ科

I1r y pono rphus n a ka n e i N OM U R A ヒメ・'、パビロ.ドロムfシ
,

1 sp . ヵワャナギの根間の泥中で採集した。 この種は他のホソドロムシ科甲出とそ

の棲息場所がやや異つているようで,  大部分クjオ、ソドoムシは水底の石下や泥
中で得られるのに,  本種lま水辺の泥中や水辺に理まる木材下で採れる方が多い
ようである。

O rd o b r e v i a ma eu l a t a ( NOMUR A ) アカモンミソ: ドロムシ 2 SPS.

Or do1:)r ev i a go t o i N O M U R A ゴトウ ミゾ ドロムシ 9 SPS.

2 種共川中の石下の泥の中に樓息している。

G r o uv e 1 1 i n u s ma r g i na t u,二、 K O N 0 キペリナガァシドロムシ 3 s'Ds.

Opt io servu s rugu1o su s NO M U :R A ヨツモン ヒメ ドロム iン 1 0 sps.
Za i t z ev i a a wa n a ( KON 0 ) アワツヤ ドoム シ 1 0 sp s.

Za i t z ev i a go t o i 1、i O M 「I R A :t ソツヤ ドロムシ 4 sps.

上記はいづれも川底の石下で採集した。

岐阜県意那市馬越のホソ ドロム シ科甲;似
後 藤 光 男

筆者は本年1 1 月4 ・ 5 の両日所用のため慮那市を訪づれたが,  その折申.野方町馬越にて若

)オ、ソドロムシ科甲虫類を採集したので,  ここに記録しておく。 、

馬越を流れる JI iは木曾川水系であるが,  やや高所であるので流れ は非常に急で3、 る。 又周囲

は常 ,混合の低かん木林である上i・1  第二室戸合 被害を受けていたので,  期待した程多

くは得られなかった。
1 '

Op t i os er vu s r ugu l o su s NO M U R A ヨツモンヒ / ドロムシ 1 sp.
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Za i t z ev i a a w a n a ( K ON 0 ) アワッヤド oムシ 2 s p s.

新'入会員
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312

160.

gg.

5 0.

26 5

262.

b r ev i s

o v a t a

NO M UR A ヒ メツヤ ドロムシ 1 s

NO M U :R A マルツヤド oムシ 1 s

go t o i N O M U R A ホ ソ ツヤ ドロム シ 1 s

住所変更

認定退会 ( 36 ・1 0 ・7 )
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新刊紹介 - ' '・ :
.

; ・         ・

「  藤原岳の昆..虫. 」
. ・ - 三較鉄道。三重県立博物館

鈴鹿山脈北部0機原・f l・ ( 海抜1 1 3 5 m ) は石、 質の地質構造から, 鈴鹿山脈中南部の花

崗岩 質と対照的な相造を示し, むしろ滋 東;ll; 吹山に到る地域に関・連する ある自然

をも 一一て' ? る。今I互L 三輪勇西郎 士・ 後藤光男・ 石田外三e)語氏を中心とする三重昆由談
・ - :_ ・ ・

- -

.

話会 e)メン・'、一 が協力し, 5 年余に 渉る調査結果をまと め, . そo) 相についての立?民な報告
がでた。 卷頭には優れた生態写算を含む図1波多数を据げ, 同地の研究路史・ 懇切な採集:f引の
後 直翅目, 漢流の.昆!i i , トンポ・-半 目- l際 ・ 1職・ 目、 目の順に6 6 頁にわたり

さ 末尾に関 文rli大が多数示されている。内容を通覧する0.に,  やはりトンポ, !l集 ・ 構

地目の章が極めて充実していて, 1 地域の 出相の報告としては,  内容・ i \裁ともにす  V'れ
もので, - この地域のファウナを知る上に便手'」なばかりでなく. 初歩O,研究にもよい手引書とし
ての性格をもっていることは, 発行者の理解 と鋪著者の多f力が結実したものと思う。 l惟誤.植と
明らかな写真説明の誤りが目につく0')は惜し!i_ れる。 ll 5 , 上質紙 i v十アート1 4図? t88買

1961 年8月・希望者は, 2 0 0円( T込) をそえて,  三重県津市西町 大Ill方 三重昆itt談話

会 又は大阪府泉1 解 北609  後藤光男 申込めば入手できる。 (林).. ・

月 例 金

第41 回例会 昭和3 6年9月1 6 日 .

第2 室戸台国来装のため流会. .

4 2 回例会 昭和3 6 年1 0月2 1 日 -

出席者 : 藤田国雄 ' i,I  補夫  ・  日浦 勇 ・ 河野 洋 ・ ・村上喜与志・中川宗次郎・ 大倉正

文・ 岡田康 ・ 芝田太一
. . . i・

大倉正文………日本産オサムシ科についで・ (1)

p
-

'
.

し

・                      月 例 会 催 開 の お し  ら せ

月例会 を第3 土順午後2 時から大阪市立自然博物館におい て聽催していま一;:。・ 引続き.日

本産甲虫のチ'ツク' リストを配布する予定です。お気.t;f t 表fさ fjﾆj9響席下1 、 -
, ・

l l
、 、 ・ 一 - _

l ・ 1 -

さい。

; f月以降の例会は次のとおりです。 .
.

.
_ , . _ .

.
'

,
・  - - -

.

・

.
- ; . .

1月2 0日, 2月'17 日, 3月1 7日, 4月21 日, 5月1 9日
一t・
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・ 日 本産甲 虫 チ ェ ツ タ リ ス ト 類 布
'

月例会の席上配布してし、ますチ=ーツクーリストを1 30円( 110円切手3 枚・ 送科含む ) で

お分けいたします。 残部僅少につき至急お申越下さい。  ( 神戸 解 町天神山 当会事

務所あて ) .

.,f5:  1.  日本産天牛科仮目録 (1!
_                 _                     _

. 2. . ″ . (2] -
・    ・ - ・

・

3. 日本産ハンミヨウ科 - '
-

.

4.  日本産アオゴミムシ属目録

5_ 日本産オオキノコムシ科目録

Jts.   6.  日本産天牛科仮目録 (31 .
.

・

. 7.7. 日 産オサムシ 目録・(11 '
'

昭 和 35 年 度 収 支 決  算  書

)日
日

1
1

3月
月

.
2

t
1

」一

k

・
年

5
'

5

3-

一
和
和
昭
昭

自
至

(

日 本 甲 虫 学 会

収 入 之 部 支 出 之 都 ・

入 会 金 l 1:659 -
会 ・ - 費 l  i29,280-
ツtツク ナンパ一代 1 10,540 -

l
別 刷 代 ' 1 7,050 -l
図 鑑 印 税 l 8 7,979 -

-   大 会 会 費 40,000 -
雑 収 入 4,887 -

前 期 標・  越 金 1 03,125 -

合 計 394,511 -

印 刷 費

・   通 信 費

大 会 費

幹 事 会 費

一雑 .    費

合 計

差引 次期操 越金

1 01,732 -

1 0,063 -

2,1 30 -

48,248 -
2,290 -

1 00 -

1 e4,563 -

229,948 -
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l

l 秋の幹事会

l ・(12月)に虫学評論を, 是非入会さ

新:-入' 会員を 御紹介下 さ い

で昭和37 年度は第14 巻第1 号( 4 月) ・ 第2 号( 8 月 ) , 第1 5 巻第1 号
発行の決定をみてし、ます。更に会員l;り增加をはかつて, より内容の充実した昆
お届けしit、,、 と思います ので, 入会されていない方を御存じでしたら, この際
れるよ うお い下さし ・

・ ・ ・

、

パ ツ ク ナ ン パ ー

第4 巻迄に更に欠号が出てきました。 お早い目に当会事務所 注文下さい。

第1 巻~ 4 巻描 ( 但し第2 巻 1 - 2 ・ 4 号欠 ) 3 0 0円
第5 巻~第9 巻 各巻につき 4 00円
第1 0 巻 ~1 3 巻 各巻につき 5 0 0 円
総目録 (第1 巻~1 0巻 ) 5 0円

志 資 製 品の あ つ  せ ん

志費製品の取扱いを始め て重宝がられています. 田・一氏宅(  大阪市 -  区淡路 ｬ
目6 8 電話 : 2 3局8756 ) まで御1111?'下さし、。
インロll?i' 本箱 大型 1 約4 5 0円・ 小111 ii-3 0 0円
昆虫針 ( ステンレス無9 ・1  -2  ・3  号 1 0 0本包 7 0 円
i ｨ帶用ポグツト 8 5 円,  12 ｶ虫管 1 4 0円,  先尖ピンセッ ト 2 3 0円
正1 0 '' t-ルーべ 5 5 0円, 平均台 8 0 ・

・各 種 ラ べ ル

御採集の 本には是非小fia で上質自色厚紙の美しいラベルをお付け下さい。
採集地名用 (1 0地名1 枚 ) 1 000枝 即ち1 万頭分 ( :l的.名・ 国名・年号・ 採集者名 )
.同定用 ( 1 0小問1 枚 ) 1 000枚 ◆lち1 万種分 (同定者名・ 年号 )
上記2 總共lこ本邦最小4 ・5 ホイント活字・6 ポイント活字結版・ タイプ活字細f
等御希望にて調製1. . ます。

属名用 ( 1 0小間1 枚) 1 枚につ.き2 円 1.1重料は4 0枚まで1 01'1
種名用 ( 1 0小間1 枚 ) 1 故につき2 円 一料は4 0枚まで1 0円
いづれも御希望の方御器光男宛1 0円切手同封で' 見本御請i,・下さし、。

・- あとがき : お 様で、' ねじればね” も'' ｩ虫学評論”におんぶして3  用 i発行できました。
年もあと数日で1962 年を:1111えようとしています。 みなさまお いでよき新春 i,-i1」1えら
れるよう祈ります ( 51 0 ) .
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日 本 甲虫 学 会会 則

1945年11 月 3 日制 定

1960年10月15 日会名変更
1961 年11 月12 日一部変更

, 1 .  会 名 : 本会は日本甲虫学会という‘,
-   - -        2.  目 的 : 本会は昆虫学の発達音及と会 互の親陸を計ることを日的とする。

1 .1 3.  事 業 : 本会は次の事業を行なう。
- ' ' a . J誌「 学評論」の発行

,' b  .昆虫に関する臨時出順物の刊行。
, :、_ o  年1 回の大会の他 施時採集会 ' 講演会・ 座談会等の開催。
・ ' ・ _ ・

.

a その他必要と認められる一切 の事業。
' '

.- .         4.  会 -  員 : 本会の会員はっき'のとおりとする。
、.. ・ a 助会員 : 年10,000円以上を納めるもの。

- , b 正会員 :年500円を納めるもの。

/ l

''1

一'一
一 ''

'
'

、

l ;' _

.

'

、・
t / -

- . .

、

1
l

.
- ・

・ 1.1、・ ・

・ . :.・1,
'

.
・ f .:'

.
1 ・
1 .

・

.

- 、:、It .

4の2. 会基tはすべて前納するものとする。
5. 役 「1 : 本会に幹事若干名をおく。

5 の2. 幹事の互選により常任幹事;若干名をおき, 会務を分掌する。

6.  会 計: 本会の会計年度は歴年とする。

7.  入 会: 本会に入会を希望するものは, 住所 ' 氏名を記し,  1 年分の会費をそえ, 申

込むものとする。

8.  事 務 所 : 本会の' 坙ｱ所は当分の間下記におく。
神戸市東離区御影町天神山4 6

9. 付 則 : 当分の間, 第4 条会員の中「年・50 0円を納めるもの」とは「昆虫学評論各
1 巻につき50 0円を納めるもの」第7 条入会の中の「1 年分の会費」とは

「昆虫学評論1 巻分の会費 」と, それぞれ解釈するものとする。

9 の2.  こ、の会則は昭和3 7 年1 月1 目から適用する。
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